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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、"expressive Writig Method"（筆記療法）を用いて、癌患者に介入
し、ストレスフルな体験を記述することで、がん患者の健康状態やQOLの維持向上に有用であるかどうかを検証
することである。無作為対照化試験は、2015年10月から2018年3月まで実施した。 
 その結果、介入群では介入後4ヶ月後のストレス指標は有意義に改善されたが（p < 0.05、Wilcoxn）対照群で
は変化はみられなかった。介入群は、1年経過後もストレスの改善が見られた（p < 0.05、Wilcoxn）。また、介
入１年後の健康関連QOLは、介入群の健康関連QOL（SF-36）は改善された。

研究成果の概要（英文）：To determine if writing about stressful life experiences affects disease 
status in patients with cancer using standardized quantitative outcome measures.Research has 
demonstrated that expressive writing about emotionally traumatic experiences has a surprisingly 
beneficial effect on symptom reports, well-being, and health care use in healthy individuals.
Randomized controlled trial conducted between October 2015 and March 2018. 
 Invaluable patients 4 months after treatment, cancer patients in the experimental group showed 
improvements in stress activity (p<0.05, Wilcoxn . Control group patients showed no change or worse.
 The experimental group showed improvements in stress after one year treatment (p<0.05, Wilcoxn 
test). 1year after treatment health-related QOL(SF-36) was improved in the experimental patients 
group but control group patients health-related QOL showed worse after treatment.

研究分野：がん看護、がんリハビリテーション

キーワード： expressive writing　ストレス　だ液アミラーゼ測定　健康関連QOL評価 　ファシリテータ育成　carin
g　がん患者サポート

  ５版

平成



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 (1) がん対策基本法からみたがん患者相談

支援の現状 

 東北地方は、がんによる死亡者数が上位を

占めている（平成 21 年人口動態統計）。その

中でも青森県は、がん死亡者数が全国第 1 位

であるにも関わらず、がん患者のサポートに

対する行政の取り組みはなされていない。平

成 22 年 1 月に青森県で行われた「がん対策

に関するタウンミーティング」では、がん患

者から心理的サポートの必要性について切

望された。 

 平成 19 年 6 月に「がん対策推進基本計画」

が示され、国・地方公共団体および関係者等

が、がん対策を総合的かつ計画的に推進して

いく必要性が示されている。平成 24 年 6 月

の「がん対策推進基本計画」では、がん医療

に関する患者の相談支援および情報提供の

必要性が示されている一方で相談支援体制

の差が指摘され、その体制の構築が課題であ

るとされている。これらに対して、国・地方

公共団体・拠点病院レベルでの情報共有や協

力体制の構築が取り組むべき施策となって

いるが、具体的な示唆は得られていない。 

 

(2) がん患者への心理的サポートがＱＯＬに

及ぼす効果 

 同種造血感細胞移植（Hematopoietic Stem 

Cell Transplantation, 以下 HSCT）を受け

た患者の退院後の困難は，「病気の不確実性」

「今までと違う体力」「身体的変化」「周囲へ

の気兼ね」「変化した生活の辛さ」が報告さ

れている１)。また，移植後のボディイメージ

は，「脆弱さ」「コントロール感覚が持てない」

という特徴が挙げられる 2)。同患者の健康関

連 QOL（SF-36）は，移植後 36 か月まで全

体的に低い傾向にあり、特に移植後 12～24 

か月では「身体機能」「日常役割機能の身体」

「活力」「社会生活機能」が国民標準値より

有意に低下していた３)。 

乳がん患者に対する心理的サポートをおこ

なった研究では 4)、「コミュニケーションスキ

ル」を用いて、看護師のコミュニケーション

スキルをトレーニングし、トレーニングを受

けた看護師の心理介入がトレーニングを受

けなかった看護師による介入よりも、患者の

ＱＯＬが有意に高く維持されたことが示さ

れた。 

(3)心理的看護介入としての「筆記療法」の

QOL 及び自己効力感の改善に対する効果 

 心理的看護介入として、認知行動療法的介

入の一つである「筆記療法」は，効果的かつ

安価な治療として期待されている 5,6）。「筆記

療法」は①Pennebaker、Ｆ．Smyth ら 5）

によって開発され，②安価な行動医学的かつ

心理的治療法，③自己開示抑制の除去，④セ

ルフ・ヘルプという特徴がある 6）。我々は、

大腸がん患者に対し、ストレスフルな体験を

記載す「Writing(筆記療法)」を用いて介入し

たところ NK 活性が上昇し「Writing」の有

効性を示唆した５）。乳がん患者を対象とした

筆記療法の研究では 7）、身体面・心理面の健

康が介入後 3 か月にわたって改善したと報

告されている。また，Low ら 8）による乳が

ん患者への研究でも，陰性感情言語の使用が

多いほど身体症状の減退がみられるといっ

た効果が示されている。 

(4)「筆記療法」の感情抑圧の改善に対する効

果 

がん患者は自己の感情を抑圧し、感情表出し

ないといった特徴的な性格傾向（Type-C）が

みられることが明らかになっている

(Eysenck, Temoshok, et al)。我々は、

Eysenck らが作成した Short Interpersonal 

Reactions Inventory(SIRI)の日本語版を作

成し、本邦において肺がん患者、大腸がん患

者の性格傾向を SIRI 日本語短縮版で測定し

たところ、感情抑圧傾向があることが示唆さ

れた。これらに対し、「筆記療法」は、スト

レスフルな体験を短時間で記載することで



大きな浄化作用があることが注目されてい

る療法である (Smyth, et al)５）。 

(5) 東北地区のがん認定看護師・専門看護師

の充足率 

 都市部においては,比較的容易に様々な研

修会を継続的に受けられるが、地方都市群に

おいては、そのことは容易ではない。また、

がん専門看護師、緩和ケア認定看護師など、

がん看護に関連した認定看護師の東北にお

けるその割合は全国の１０％程度であり、が

ん診療拠点病院においてもそれらの教育を

受けた看護師が十分に配属されているわけ

ではない。 

 

 ２．研究の目的 

 本研究では、東北地区のがん看護に関連す

る認定看護師、専門看護師を中心としたがん

患者サポートグループを立ち上げ「筆記療

法」を主体とした通院中のがん患者サポート

として関わるファシリテータの育成と、地域

連携型の「がん患者サポートネットワーク」

を構築することを目的とした。具体的には、

「筆記療法」を主体とした研修を受けたファ

シリテータが、通院しながら治療を受けてい

るがん患者に対して「筆記療法」を用いて介

入し、QOL・自己効力感への長期的な効果を

検証すると共に、「がん患者サポートネット

ワーク」を通して東北地区のがん看護および

がん医療の質の向上を目指した。 

 

３．研究の方法 

 東北地区で「筆記療法」を用いた看護支援

プログラムのファシリテータ養成セミナー

を開催し同時に、「筆記療法」に参加する研

究協力者を募った。 

 その後、東北地区のがん診療連携拠点病院

および、がん看護に関係する認定看護師、専

門看護師の勤務する病院に協力を求め、協力

の得られたがん患者に対し「筆記療法」を用

いた無作為比較試験を実施した。「筆記療法」

は，初回の面接後 1 週間に，3 日間連続して

20 分間ストレスを想起して記述するという

介入であり、面接および効果測定は，ベース

ライン時（初回），4 週間後，3 か月後，6

か月後の計 4 回実施した。 

 その後、得られた結果をもとに，「がん患

者に対する「筆記療法」看護支援プログラム」

の有用性を検討した。 

 

４．研究成果 

（1）研究協力施設の選定と研究協力依頼 

東北地区のがん診療連携拠点病院および平

成２６年度に実施した『がん患者サポートの

ためのファシリテータ養成講座』アドバンス

トコース」に参加した看護師の勤務する医療

施設５３施設を対象に、本研究への参加協力

を依頼した。 

（2）東北における「地域開放型 がん患者

のサポートグループ」のニーズ調査結果をま

とめた。本調査では、東北地区のがん診療拠

点病院に通院する患者を対象に、がん患者の

抱える悩みごとを、身体的側面、精神・心理

的側面、社会的側面について、「医師」「看護

師」「家族」「友人」「同じ病気を抱えている

人」の誰に一番に相談したいと考えているか

を調査した。その結果、身体的側面、精神・

心理的側面共に乳第 1位は医師であり、次は

家族に相談したい、という結果となった。本

調査で、「看護師」「医療相談室等の窓口」で

相談したいと考えている人はごく少数であ

り、相談室の充実を図る国の方針と、患者の

意思は異なる結果となった。 

 

 ３．がん看護における「ケアリング」行動

を測定する指標の日本語版の作成を試みた。

日本におけるがん患者のケアでの「ケアリン

グ」の考え方について国外とは異なったケア

リングの構成概念があることことが示唆さ

れた。 
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